
ぶんせき　2026　10� 307

企業活動の現場では，分析化学が事業の根幹を支える重要な役割を担っていま

す．私が勤務する住友金属鉱山をはじめ，非鉄金属業界では，資源の有効活用や製

品の品質保証，環境保全など，さまざまな場面で，分析化学が活躍しています．こ

うした取り組みは，産業界のみならず，学術分野とも密接にかかわり，社会全体の

発展に寄与しています．

まず，資源の有効活用には分析化学が不可欠です．鉱石の採掘から製錬に至るま

で，鉱石中の鉱物の形態や含有金属の種類・濃度を正確に分析することで，資源の

最適な活用と収益性の向上が実現します．当社では，鉱物分析を通じて新規鉱山の

開発や既存鉱山での収率の向上を図り，持続可能な資源開発に貢献しています．

次に，原料分析は，鉱石中の有価金属の含有量を精密に評価することで，鉱石価

格の決定に直結する重要な分析で、取引の公正性や信頼性を担保します．また、原

料分析の精度は、その後の操業条件や製品品質の安定にも大きく寄与しています．

電池材料の開発分析は企業の競争力向上に直結します．再生可能エネルギーの普

及や電気自動車の需要拡大に伴い，高性能な電池材料の研究開発が加速していま

す．当社では，新規材料の特性や性能のメカニズムを解析し，性能向上や安全性の

確保を目指すことで，環境に優しい次世代電池材料の創出に取り組んでいます．

製品分析は企業の信頼性と競争力を支える要です．製品の品質管理や規格適合性

を保証するため，高精度な分析技術が求められます．当社では，製品分析を通じて

顧客ニーズに応える高品質な製品を提供し，グローバル市場での競争力を維持して

います．

操業分析も企業活動に欠かせません．原材料や中間製品の分析を通じて操業条件

の調整や工程改善を推進し，コスト削減と生産効率の向上を実現しています．安定

した操業と持続可能な生産体制の構築は，分析化学の力によって支えられています．

環境分析は企業の社会的責任を果たす上で重要です．鉱山や製錬所から排出され

る廃水や大気中の有害物質を監視・評価することで，環境負荷の低減と法規制への

適合を図っています．地域社会との共生を目指し，持続可能な発展に貢献しています．

さらに，近年の労働力不足や AI技術の発展を背景に，分析の自動化やオンライ

ン分析化，DXへの対応が企業にとって重要な課題となっています．これらの技術

革新は，分析業務の効率化や生産性向上だけでなく，持続可能な事業運営にも大き

く貢献します．企業現場でも，DX化や AI活用の導入が進み，今後の発展がます

ます期待されています．

本学会誌「ぶんせき」では，こうした企業における分析化学の最新動向や DX化

に関する分析事例を積極的に取り上げ，会員の皆様が興味を持ち，交流や知見の深

化につなげていただけることを願っています．分析化学の進化が，企業の持続的成

長と社会の発展を力強く支えていくものと確信しています．
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